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昭
和
か
ら
現
在
へ
語
り
継
が
れ
る

　
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
の
世
界
を
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
体
験
し
よ
う

　
だ
い
ぶ
前
の
話
で
恐
縮
だ
が
、
ア

メ
リ
カ
の
と
て
も
個
性
的
な
女
性

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ナ
ー
ジ
ャ
・

サ
レ
ル
ノ
＝
ソ
ネ
ン
バ
ー
グ
に
取
材

を
し
た
と
き
に
、
子
ど
も
時
代
の
話

題
と
な
っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
彼

女
は
こ
う
語
っ
た
、「
私
の
子
ど
も
の

こ
ろ
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
『
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
』
な
の
よ
！
」
と
。
ア
メ
リ
カ
で

放
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
な

か
っ
た
の
だ
が
、「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

が
ア
メ
リ
カ
で
も
か
な
り
好
意
的
に

受
け
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。

ナ
ー
ジ
ャ
は
、
３
分
経
つ
と
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
の
胸
の
と
こ
ろ
が
ピ
コ
ピ
コ

と
赤
く
光
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
ら

し
い
。

　
さ
て
、
次
も
個
人
的
な
体
験
で
申

し
訳
な
い
の
だ
が
、
テ
レ
ビ
で
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
」
の
放
送
が
始
ま
っ
た

の
が
１
９
６
６
年
で
、
そ
の
時
ち
ょ

う
ど
10
歳
だ
っ
た
僕
は
、
毎
週
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
」
の
放
送
を
楽
し
み
に

待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
前
の「
ウ

ル
ト
ラ
Q
」
も
同
級
生
の
間
で
と
っ

て
も
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
の
爽
快
な
世
界
、

ま
た
個
性
的
な
怪
獣
、
宇
宙
人
た
ち

は
小
学
生
の
休
憩
時
間
の
話
題
を
独

占
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
せ
い

か
、
団
塊
の
世
代
に
続
く
僕
た
ち
の

世
代
を
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
世
代
」
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。

　
そ
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
世
代
も
ほ
ぼ

還
暦
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
の
世
界
観

や
音
楽
は
身
体
の
な
か
に
染
み
付
い

て
い
る
。
そ
し
て
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

は
、
１
９
６
７
年
放
送
開
始
の
「
ウ

ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
に
引
き
継
が
れ
、

平
成
に
至
る
ま
で
制
作
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。
広
い
世
代
に
わ
た
っ
て
共

通
の
話
題
と
な
り
得
る
作
品
だ
。
こ

ん
な
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
は
ほ
か
に
は

な
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
８
月
に
「
ウ
ル
ト

ラ
セ
ブ
ン
」
の
放
送
開
始
50
周
年
を

記
念
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
ア
ク
ロ
ス

福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
。
昭
和
か
ら
平
成
ま
で
の「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
の
音
楽
が

大
集
合
す
る
。
前
半
は
、
昭
和
、
平

成
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

シ
リ
ー
ズ
の
主
題
歌
を
メ
ド
レ
ー
で

披
露
す
る
。
後
半
は
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
２
世
の
「
皇
帝
円
舞
曲
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
曲
は
「
ウ
ル

ト
ラ
セ
ブ
ン
」
第
47
話
の
フ
ッ
ク
星

人
の
登
場
す
る
「
あ
な
た
は
だ
ぁ

れ
？
」
の
回
で
使
わ
れ
て
い
た
。
そ

し
て
「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
の
音
楽

を
担
当
し
た
冬
木
透
が
再
構
成
し
た

交
響
詩
「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
が
演

奏
さ
れ
る
。
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
聴

く
「
セ
ブ
ン
」
の
世
界
が
楽
し
み
だ
。

指
揮
は
矢
澤
定
明
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
九
州
交
響
楽
団
、
そ
し
て
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ト
ー
ク
に
桜
井
浩
子
（『
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
』
の
フ
ジ・ア
キ
コ
隊
員
役
。

僕
た
ち
の
世
代
の
憧
れ
の
存
在
で
あ

る
）
も
登
場
す
る
。
家
族
３
代
に
わ

た
っ
て
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。

８
月
９
日
は
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
集
ま
ろ
う
！

片
桐
　
卓
也 （
か
た
ぎ
り
　
た
く
や
）

1
9
5
6
年
福
島
県
生
ま
れ
。
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て「
音
楽
の
友
」「
モ
ー
ス
ト
リ
ー
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
」
誌
な
ど
に
執
筆
を
続
け
る
ほ
か
、

N
H
K
･
F
M
、J 

ー 

W
A
V
E
な
ど
ラ
ジ
オ
で

も
ク
ラ
シ
ッ
ク
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

P
R
O
F
I
L
E

日　時　8月9日[水]　15：00開演
会　場　福岡シンフォニーホール
料　金　S席4,000円（子ども2,000円）　A席3,000円（子ども1,500円）
　　　　※子ども料金は4歳～中学生が対象となります。
　　　　  （3歳以下入場不可）
曲　目　昭和・平成ウルトラマン主題歌メドレー
　　　　シュトラウスⅡ：皇帝円舞曲 op.437
　　　　冬木透：交響詩「ウルトラセブン」　ほか
出　演　指揮／矢澤定明　管弦楽／九州交響楽団　ウルトラヒーロー

公演情報

　
今
年
が
、「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
放
送
開
始
50
年
と

い
う
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
の
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
さ
ん
に
、「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
！

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
ど
の

よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
か
？
ま
た
、
初
演
の
お
客

さ
ま
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
の
音
楽
を
作
曲
さ
れ
た
冬
木
透

先
生
の
お
誕
生
日
（
2
0
0
9
年
）
に
、
何
か
を
し
ま

し
ょ
う
！
と
声
が
あ
が
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、「
冬
木

透 

C
O
N
D
U
C
T
S 

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
と
い
う

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
大
人
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

だ
っ
た
の
で
す
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
放
送
を
見
ら
れ
て

い
た
50
歳
前
後
の
男
性
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
普
通
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
大
抵
女
子
ト
イ
レ
に
行
列
が
で
き
る

の
で
す
が
、
男
子
ト
イ
レ
に
行
列
が
で
き
る
と
い
う
面

白
い
現
象
が
起
こ
り
ま
し
た
。

最
初
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
見
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
現

在
60
歳
前
後
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
彼

ら
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
そ
し
て
映
画
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」

な
ど
の
監
督
と
し
て
知
ら
れ
る
庵
野
秀
明
さ
ん
は
ま

さ
し
く
そ
の
世
代
で
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
最
初
に
見
た

と
き
以
来
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
今

で
も
ご
自
身
の
作
品
に
も
有
形
無
形
の
影
響
が
残
っ

て
い
る
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
年
代
の
方
々
は
、
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で

も
の
ご
と
を
決
定
し
て
い
く
立
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
多
く
て
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
広
告
に
起
用
し
た
い
と

か
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
使
っ
て
何
か
で
き
な
い
か
？
な

ど
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、「
ア
ク
ロ
ス
福
岡
夏
休
み
子
ど

も
企
画
」
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
は
全
国
各
地
で
繰
り
返

し
再
放
送
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
ど
の
世
代
の
方

も
「
ご
自
身
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
を
お
持
ち
だ
と
思
う

の
で
、
３
世
代
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
コ
ン
サ
ー
ト

だ
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
音
楽
だ
け
で
な
く
、
ウ
ル
ト

ラ
セ
ブ
ン
や
あ
の
人
気
怪
獣
、
さ
ら
に
最
新
の
ウ
ル
ト

ラ
ヒ
ー
ロ
ー
な
ど
も
登
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
!?

今
回
演
奏
す
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
の
「
皇
帝
円
舞
曲
」

は
、
セ
ブ
ン
で
使
わ
れ
て
い
た
曲
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

　

49
話
あ
る
セ
ブ
ン
の
中
で
、
第
47
話
の
ラ
ス
ト
で
、

ウ
ル
ト
ラ
警
備
隊
が
帰
っ
て
い
く
シ
ー
ン
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
あ
と
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
最
終
回
で
は
、
モ
ロ
ボ
シ
・
ダ
ン
隊
員

が
自
身
の
素
性
を
明
か
す
シ
ー
ン
で
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
な
ど
が
使
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ウ
ル
ト
ラ
・ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
る
も
の
が
存
在
す
る
と
か

　

 

2
0
1
5
年
に
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
な
に
か
限
定

商
品
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
象
徴
的
な
も
の
と
い
え
ば
？
」と
い
う
こ
と
で
、

限
定
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
制
作
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に
少

し
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
会
場
で
抽
選
販
売
を
行
い
、

当
選
者
に
ご
購

入
い
た
だ
き
ま

し
た
！ 

イ
ベ
ン

ト
に
い
つ
も
家

族
で
来
て
い
た

だ
い
て
い
る
方

で
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
お
客
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を

呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
そ
う
で
す
ね
。

　
こ
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
の
楽
し
さ
は
、
映
像
と
音

と
を
一
緒
に
楽
し
む
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
昭

和
時
代
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
を
演
奏
し
ま
す
の

で
、
当
時
抱
い
た
「
も
う
す
ぐ
始
ま
る
！
」
と
い
う
ワ

ク
ワ
ク
感
を
、
み
ん
な
で
一
緒
に
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
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おすすめイベント Music &  Culture
Must-see events今月の

C
文 化14:00～15:30（要事前申込・先着70名）セミナー室２アクロス・文化学び塾

北条司の世界
～「シティーハンター」を中心に～土87/ 英彦山の神像と仏像土157/

九州山口地域の美術館、博物館で開催される催し物の事前レクチャー講座!
500円

入場無料

男女問わず人気を集める北条司の魅力に迫ります！

　1985年から91年まで『週刊少年ジャンプ』に連載され、テレビア
ニメ化などを経て大ヒット作品となった漫画「シティーハンター」。
　北九州市出身の漫画家・北条司の代表作である同作品の連載開
始から32周年、そしてアニメ化30周年を記念し、北九州市漫画
ミュージアムでは今夏、直筆漫画原稿の展示を主体とした企画展
「シティーハンターのすべて」を開催します。
　本講座では、30年余りにわたって
幅広い層の読者に愛され続ける「シ
ティーハンター」という作品の魅力
と、大学在学中の1980年にデビュー
以降、現在まで第一線で活躍する北
条司の卓越した、かつ進化し続ける
描写力・構成力・演出力といったテ
クニックについて展示作品などを
素材に解き明かします。

英彦山に伝わる神仏の真実に迫る！！

　英彦山は、福岡県と大分県にまたがる、大きく個性的な姿をし
た霊山です。山の頂は、北岳、中岳、南岳の三つの峰に分かれていて、
それぞれの峰には、天忍穂耳命、伊耶那美命、伊耶那岐命がいる
とされています。これら三柱の神を中心に、英彦山山内には多く
の神々が祀られています。英彦山は古来より知られた神の山なの
です。一般に、神像は拝観不可ですが、
英彦山修験道館に行けば、拝観可能な
神像の名作が居並んでいます。そして
ここには、仏像も少なからず存在して
います。現在の山内では仏教色は薄ら
いでいるものの、明治時代の神仏分離
や廃仏毀釈を経る以前の英彦山は、仏
の山でもあり、これらの仏像はその忘
れ形見なのです。この講座では、英彦
山山内に伝わる神像、そして仏像を通
して、神仏が共生する聖地としての英
彦山について紹介します。

彦山三所権現御正体のうち
天忍穂耳命像（英彦山神宮所蔵）井形　進（九州歴史資料館・技術主査）

企画展／北九州市漫画ミュージアム開館5周年記念特別展
　　　　「シティーハンターのすべて」
場所／北九州市漫画ミュージアム　5階　企画展示室
会期／ 7/29（土）～ 9/24（日）

6/26（月）～7/9（日）　1F コミュニケーションエリア
北条司「シティーハンター」の世界 「シティーハンターのすべて」 展連動企画
（詳細はP7をご覧ください）

展覧会

関連
パネル展

特別展／霊峰英彦山―神仏と人と自然と―
場所／九州歴史資料館
会期／8/5（土）～ 9/24（日）

展覧会

※企画展の詳細はP6をご覧ください。 ※作品展の詳細はP7をご覧ください。

あめのおし ほ みみのみこと

まつ

はいぶつきしゃく

い  ざ    な   みのみこと い  ざ    な   ぎのみこと

夏休み子ども手作り体験
7/24（月）から
スタート！7月の

きじ車は開運のお守りになるよ！

10:00～18:00
匠ギャラリー

みやまの工芸体験

きじ車の絵付け体験
　　1,000円（24日～26日）
和ろうそく作り体験
　　  300円（27日～30日）
線香花火作り体験
　　  500円（29日）

月24 日307 / ～

（初日12:00から最終日16:00まで）

みやまのモノづくり展企画展

※体験は変更になる可能性が
　あります。

10:00～18:00（最終日16:00まで）
〈受付時間〉11:00 ～17:00
　　　　 　（最終日15:00まで）

メッセージホワイエ
カラフルアイテムで夏を楽しもう♪

ストラップ作り体験・
ブレスレット作り体験／各500円
※針を使用します
ハワイアンリース作り体験
　　　　　　　　　　 1,000円

日月247 / 30～
ハワイアンリボンを
使った小物作り体験

C
文 化

曲目・演目アイコンの説明： 会場 時間 料金 出演・講師 テーマ・内容

音 楽Music アクロス福岡チケットセンター ☎ 092-725-9112 文化観光情報ひろば ☎ 092-725-9100文 化Culture

M
音 楽

アクロス・ランチタイムコンサートvol.58《スペシャル版》
ギターと弦楽によるアンサンブル～Duo to Quintet～火47 /

M
音 楽

アクロス福岡フロアコンサート
vol.440

コミュニケーションエリ
12:15 ～13:00

7 / 6木

ギターアンサンブルの傑作を一挙大放出！！

ハンブルク交響楽団

12:00開演　

ヴィヴァルディ：ギター協奏曲より 第1楽章
モンティ：チャルダーシュ　パガニーニ：セレナータ
ハイドン：四重奏曲　テデスコ：ギター五重奏曲

ドイツの名門オーケストラが待望の初来日！ 
ベルリン・フィル首席ホルン奏者も登場！

金77 /

全席指定1,000円福岡シンフォニーホール

19:00開演　福岡シンフォニーホール
ＧＳ席13,000円　Ｓ席10,000円　Ａ席8,000円
Ｂ席6,000円　C席4,000円（学生券2,000円）

モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」 序曲
R.シュトラウス：ホルン協奏曲 第1番 
ブラームス：交響曲 第1番

岡野真一：故郷　サン＝サーンス：白鳥
ハチャトゥリアン：剣の舞　ほか

メンデルスゾーン：歌の翼に
グノー：アヴェ・マリア　ほか

指揮／シュテファン・ザンデルリンク
ホルン／シュテファン・ドール

ギター／益田正洋
アクロス弦楽四重奏団　
　ヴァイオリン／景山誠治、山本友重　ヴィオラ／須田祥子　チェロ／田中雅弘

　ランチタイムにランチ価格にて、シンフォニーホールで音楽をお楽しみいただいている
「ランチタイムコンサート」。今回は、クラシック・ギタリスト益田正洋がアクロス弦楽四
重奏団とシンフォニーホールに再登場！！
　二重奏から五重奏まで、ギターと弦楽によるアンサンブルの名曲をお届けいたします。
映画「クレイマー・クレイマー」で使われたヴィヴァルディ作曲「ギター協奏曲 ハ長調」か
ら、ヴィオラ、チェロ、ギターという珍しい編成のパガニーニ作曲「セレ
ナータ」まで、バラエティーに富んだプログラムを80分の拡大版でお楽
しみください。

　ブラームスが生まれた芸術都市ハンブルクから、名門オーケストラが初来
日。指揮者には巨匠クルト・ザンデルリンクの二男、シュテファン・ザンデルリ
ンク。ソリストにはベルリン・フィル首席ホルン奏者であるシュテファン・ドー
ルを起用。二人のシュテファンがハンブルク響の
圧倒的音圧によるサウンドを、福岡の皆さまに初
披露いたします。
　R.シュトラウスのホルン協奏曲第1番は、モー
ツァルトに並ぶ人気の傑作協奏曲。世界屈指の
“ヴィルトゥオーゾ”ドールが魅せます。また、ハン
ブルクと言えばやはりブラームス。ハンブルク響
の重厚サウンドによる交響曲第1番には、心が震え
ることでしょう。ぜひご期待ください。

M
音 楽

M
音 楽

アクロス福岡オペラセミナー

円形ホール
19:00 ～20:30
※当日先着100名

7 / 5水 M
音 楽

7 / 20 木

長野俊樹
（福岡教育大学音楽教育講座教授）

マリンバトリオ『マリンバ・んと』
　関家真一郎、東島彩、香椎愛子

ハープ／田中祐子
フルート／山野裕子

ヘンデル：セルセ

山本友重 須田祥子 田中雅弘
ⓒ堀田力丸

景山誠治益田正洋
ⓒMasashige Ogata

アクロス福岡フロアコンサート
vol.441

コミュニケーションエリ
12:15 ～13:00

C
文 化

7 /17 21金 23日・ ～

平戸観光展関連イベント
コミュニケーションエリ

13:00 ～14:00

10:00 ～18:00（最終日16：00まで）

講演会

物産展

17日「平戸スイーツ物語」
23日「平戸の史跡うらばなし」

21日～23日

※詳細はアクロス福岡ホームページを
　ご覧ください。

ⓒMonika Rittershaus

PUAMELIARIBBONLEI 
FUKUOKA教室展

作品展

ストラップ

ハワイアンリース

0405

ⓒ北条司 /NSP 1985

2017 . J u l y2 0 17 . J u l y

石井　茜（北九州市漫画ミュージアム・学芸員）

月・祝



2017 . J u l y 0607 2017 . J u l y

2階

個人やグループの絵画、写真など、壁面を利用した
作品展を週替わりで開催しています。

メッセージホワイエ作品展
10:00～18:00 （最終日16:00まで）
開催初日は搬入日のため、開場時間の遅れが多少生じることがあります。

コミュニケーションエリア企画展
10:00～18:00 （最終日16:00まで）
市町村、学校、文化団体などの作品展やイベントPR等
企画展を開催しています。

1階

匠ギャラリー企画展 10:00～18:00 （初日12:00から最終日16:00まで）

入場無料 お問い合わせ ▲ 文化観光情報ひろば
Tel.092-725-9100

2階
福岡県の国・県指定の伝統工芸品を常設展示しています。また、週替わりで民工芸品作家による作品展も開催しています。

販売
あり

7/3（月）▲ 7/9（日）

7/12（水）▲ 7/16（日）※初日10:00から

7/17（月・祝）▲ 7/23（日）
ナチュラルライフスタイル 〈テキスタイル長尾〉
夏のリネンテキスタイル

7/24（月）▲ 7/30（日）

主催 小石原焼陶器協同組合（朝倉郡東峰村）

主催 テキスタイル長尾　長尾浩介（福岡市西区）

主催 みやま市商工観光課（みやま市瀬高町）

江戸時代の終わりごろから続く久留米絣の織元 森山絣工房。天然藍の深い色合
いと繊細ではっきりとした絣柄には、人の手が惜しみなくかけられています。久留
米絣の反物や洋服、バッグの他、沖縄の花織やガラスアートなども展示販売しま
す。（約300点展示）

6/27（火）▲ 7/2（日）※初日10:00から
森山絣工房と仲間たち展

生活雑器としての道を歩みながら、「用の美」を確立した小石原
焼。飛び鉋、刷毛目、櫛目、流し掛けなどの技法で表現される独
特の紋様が特徴で、素朴で温かい風合いが持ち味です。44窯元
それぞれの特色を生かした作品をお楽しみください。（約300点
展示）

小石原焼窯元展

７寸皿の絵付け体験 / 1,080円
※作品は焼成後、着払いにてご自宅にお送りします。

体験

北欧スウェーデンのテキスタイルをベースにした手染め、手織
りの作品が勢ぞろい。アイリッシュリネンやアイスランディック
ウールなど、素材にこだわったハンドメイドのファッションアイ
テム、インテリア、キッチン小物などを展示販売します。
（約300点展示）

手織りの実演実演

紙人形の制作実演実演

主催 森山絣工房　森山哲浩（代表）
（八女郡広川町）

主催 三島工房　三島平三郎（北九州市門司区）

福岡県指定特産民工芸品のきじ車や天然樟脳をはじめとする、
みやま市の伝統工芸品を展示販売します。希少となった国産花
火、ハゼの実から作る和ろうそくなど、体験とともにお楽しみく
ださい。（約100点展示）
※コミュニケーションエリア同時開催

きじ車の絵付け体験 / 1,000円（24日～26日）ほか
※日程ほか詳細はP5をご覧ください。

体験

みやまのモノづくり展

6/26（月）▲ 7/2（日）

色えんぴつとパステルは色が豊富で
手軽に描くことができ、重ね塗りするこ
とでより微妙な色を出せるところが魅
力です。今回は動物や花など約30点
を展示します。色えんぴつとパステル
の質感をお楽しみください。

主催 谷口 富

谷口富絵画教室　色えんぴつとパステル画作品展

7/3（月）▲ 7/9（日）

昭和フォトサークルは、写真
の好きな人たちで構成され
た同好会です。各人の視点
で撮影した風景、スナップな
どの作品17点を展示しま

主催 昭和フォトサークル

第10回昭和フォトサークル写真展

7/10（月）▲ 7/16（日）

7/17（月・祝）▲ 7/23（日）

めだかのがっこうでは、四季
折々のご挨拶や行事などを
テーマに楽しくほっこりとした
絵てがみを学んでいます。個
性豊かな作品約180点を展示
します。

主催 大里 邦恵

絵てがみ　めだかのがっこう

7/24（月）▲ 7/30（日）

ハワイアンリボンレイの魅力を積極的に
発信している教室です。2016年ハワイレイ
デー優勝作品をはじめ、講師および生徒
のオリジナル作品などを60点展示します。
　　　ストラップ作り体験 / 1,000円　ほか　※日程ほか詳細はP5をご覧くださ
い

1985年から91年まで『週刊少年ジャンプ』に連
載され、テレビアニメとともに爆発的人気となっ
た「シティーハンター」。同作品のイラストパネル
などを解説付きで展示し、今夏開催の展覧会の
見どころと併せてご紹介します。

主催 北九州市漫画ミュージアム

北条司「シティーハンター」の世界
「シティーハンターのすべて」展連動企画

6/26（月）▲ 7/9（日）

北条司『シティーハンター XYZ Edition』
第 1巻（ノース・スターズ・ピクチャーズ）
©北条司／NSP 1985                    7/8（土）　アクロス・文化学び塾　

北条司の世界～「シティーハンター」を中心に～　
※詳細はP5をご覧ください。

7/10（月）▲ 7/16（日）
～肥前さが幕末維新博覧会プレイベント～特別パネル展

主催（一社）佐賀県観光連盟

7/17（月・祝）▲ 7/23（日）
平戸観光展
かつて平戸は、西洋からもたらされた砂糖と茶道が融合し、華やか
な菓子文化に結実するなど、海外交易発祥の地として中国大陸や西
洋文化との懸け橋となっていました。
平戸の魅力を存分に楽しめる豊かな
自然と歴史的な史跡などの観光ス
ポットをご紹介します。
※会期中、講演会や物産展を同時開
催します。詳細はP4をご覧ください。

主催（公財）松浦史料博物館

7/24（月）▲ 7/30（日）
みやまのモノづくり展
福岡県の南部に位置するみやま市は、四季折々の美しい自然、恵まれた
土壌に育つ作物、歴史史跡や文化財、古くから伝わる伝統工芸が息づく
街です。その魅力を多くの方に知っていただくため、観光スポットや古く
から伝統の技で引き継がれている工芸品を
写真やパネルでご紹介します。
※匠ギャラリー同時開催

主催 みやま市商工観光課

7/31（月）▲ 8/6（日）
国連ハビタット福岡本部20周年記念展示
「まちと文化とハビタット」

国連ハビタット福岡本部は、アジア太平洋の地域のま
ちづくりを支援し、そのまちに暮らす人々の多様な文
化や生活様式を大切にしながら活動をしています。本
企画展では、国連ハビタット福岡本部の各国における
活動写真を通じて、まちや人々の様子をご紹介します。

主催 国連ハビタット福岡本部

関連イベント

主催 元山 香織

久留米絣の機織り実演・体験　　※無料実演・体験

沼八幡神社（北九州市小倉南区）に伝わる沼楽を紙人形で
表現しました。沼楽は豊作や悪疫退散を祈願する踊りとして
古くから伝承されてきたものです。「楠原踊り」や「木屋瀬宿
場踊り」など、北九州市の郷土芸能をテーマにした作品と併
せてご覧ください。（約200点展示）

日本画は、鉱物を砕いたものを顔
料にした岩絵具を使用するため、
発色や輝きが魅力の一つとされて
います。古典技法や現代技法で描
いた花や風景、人物などの作品約
20点を展示します。

主催 ＮＨＫ文化センター福岡教室　やさしい日本画

ＮＨＫ文化センター福岡教室
「やさしい日本画」教室展

PUAMELIARIBBONLEI 
FUKUOKA教室展

プ アメ リ ア リ ボ ン レ イ

フ ク オ カ

矢部川キャラクター
「くすべぇ」

耳学 カラフルな発色の秘密
　長尾作品の魅力の一つ、美しい色。鮮やかで
ありながらも優しい光を放つ風合いは、選び抜
かれた素材と丁寧な染め、織りの作業によるも
のです。ヨーロッパのリネン(麻)は、使い込むほ
ど柔らかく肌になじみます。発色の良いドイツの
染料で重ね染めし、たっぷりの水に何度もくぐら
せるので、色落ちすることもありません。素材や
用途によって織り方も微妙に変えるので、布地
のさまざまな表情を楽しめますよ。

耳学 世界に誇れる「用の美」
　約350年の歴史を持つ小石原焼。現在は生活
様式の変化にあわせて茶碗や皿、小鉢などの日
用品が中心ですが、大型の甕や鉢など古くから
生活の役に立つ「用の美」を追求してきました。
昭和20年代に民芸運動推進者のイギリス人陶
芸家バーナード・リーチ氏が「民芸美の極致！」と
称賛し、昭和33年にはブリュッセルの万国博覧
会日本館第3部でグランプリを受賞するなど、小
石原焼は世界で認められている工芸品なので

耳学 目に見えない力に導かれ、
海を渡った沼楽人形

　石材彫刻の第一人者でもある三島平三郎さん
が石工とともに作り続けている沼楽人形。人形
作りの師とあおぐ故・山下彦三郎さん（郷土玩具
収集家）とのご縁が、第6回北九州市創作郷土玩
具展(昭和４７年)の最優秀賞獲得につながった
そうです。その後、全国観光土産品通産大臣賞受
賞や、スイス、フランスでの出展など、沼楽人形
は北九州のみならず世界に羽ばたき広がってい
きました。

耳学 大切な衣服を守る、みやまの天然樟脳
　防虫の木として家具や仏像に使われてきた樟
（くすのき）。この樟の、150年の結晶ともいうべ
きものが「天然樟脳」です。みやまの天然樟脳は
九州産の樟のみを使い、十数もの行程を重ねて
結晶化。一つ一つ丹念に八女の手漉き和紙に包
まれています。樟の爽快な香りで、空気にさらせ
ば香りがすっと消えるので、防虫剤の匂いが気
になることもありません。タンスや本棚、靴箱な
どにいかがですか？

耳学 素材は変われど、“技”はそのまま！
　伝統が継承される背景には、変わらないもの
と変わるものとの共存があります。森山絣工房
において伝統が継承されていくなかで、変化し
たもののひとつが「糸」。素材となる木綿は、かつ
ては国産の木綿を使用していましたが、現在は、
繊維がしっかりとしたインド産のオーガニック
コットンを使用しています。ざぶざぶ洗って、長く
使える久留米絣の歴史は、目に見えない変化が
支えになっているのかもしれませんね。

夏休み子ども手作り体験実施企画展。詳細は、P5をご覧ください。

小倉沼楽人形展
ぬまがく

かんな

佐賀県では、明治維新150年を契機に、佐賀の
偉業や偉人の功績をたたえ、先人の志を未来
に繋いでいくため、佐賀城本丸歴史館など佐
賀市城内エリアをメイン会場として、来年3月か
ら『肥前さが幕末維新博覧会』を開催します。
本企画展では、一足先に佐賀の偉人や偉業に
ついてパネルでご紹介します。

かめ

体験



開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

国際会議場4階

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

福岡シンフォニーホール1階 アクロス福岡チケットセンター
チケット発売情報

▲イベントホール地下

2階

2017 . J u l y 0809 2017 . J u l y

アクロス福岡チケットセンター取扱（Tel.092-725-9112） 託児サービスがあります。ご利用方法は、問い合わせ先にお尋ねください。託児 （公財）アクロス福岡主催・共催・協賛・協力事業

※このスケジュールは、2017年5月20日現在の情報です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。　※施設利用お問い合わせ（10:00～18:00） Tel.092-725-9113



円形ホール1階
開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

セミナー室２2階

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

交流ギャラリー2階

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

セミナー室１2階

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

こくさいひろば3階

2017 . J u l y 1011 2017 . J u l y

リーズ国際コンクール入賞から30年！日本と英国を拠点に世界各地で活躍するピアニスト

6/172017

15：00 開演（14：00 開場）

北九州市立 響ホール 
北九州市八幡東区平野1-1-1 国際村交流センター内
TEL：093-662-4010

※ 曲目・曲順は変更になる場合が
　ありますのでご了承ください。
※ 曲目・曲順は変更になる場合が
　ありますのでご了承ください。

モーツァルト：
ピアノ・ソナタ 第11番 イ長調
K.331「トルコ行進曲つき」
リスト：
オーベルマンの谷、 
ラ・カンパネラ
ドビュッシー：
亜麻色の髪の乙女、月の光
シューマン：
　　幻想曲 ハ長調 op.17

Program

全席指定 一 般 3,000円 25歳以下 2,000円
※当日前売同一料金　※未就学児入場不可

チケット
発売中

電話予約・お問合せ／響ホール 音楽事業課　 ☎093-663-6661 9:00～18:00
土日祝除く http://www.kicpac-music.jp/

主催／（公財）北九州市芸術文化振興財団
共催／北九州市、北九州市教育委員会
後援／　　　　　　　　　　 、
　　　北九州音楽協会

日　時：6月16日（金）18：30～19：15
入場料：無料・要予約

アナリーゼワークショップ
有ります。
アナリーゼワークショップ
有ります。

Ⓒ満田聡

※このスケジュールは、2017年5月20日現在の情報です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。　※施設利用お問い合わせ（10:00～18:00） Tel.092-725-9113 （公財）アクロス福岡主催・共催・協賛・協力事業
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プロフィール
1955年、福岡県八女市生まれ。国立久留米工業高等専門学校機械工学
科卒。1990年「血の日本史」でデビュー。2004年「天馬、翔ける」で第11
回中山義秀文学賞を、2013年「等伯」で第148回直木賞を受賞。現在大
河小説「家康」全5巻構想のうち、1巻を発刊中。次作は阿倍仲麻呂を主
人公にした遣唐使の話を執筆予定。2015年福岡県文化賞受賞。

　
故
郷
、
福
岡
を
離
れ
て
も
う
40
年
に
な
り

ま
す
。
も
う
、
と
言
い
ま
し
た
が
40
年
な
ん

て
あ
っ
と
い
う
間
、
一
炊
の
夢
で
す
ね
。
若

い
こ
ろ
は
、
自
分
に
は
無
限
の
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

人
生
で
達
成
で
き
る
こ
と
は
ほ
ん
の
わ
ず
か

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
一
筋

に
や
っ
て
き
た
こ
と
で
さ
え
も
、
諸
先
輩
方

が
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
に
一
円
玉
を
一
つ

積
み
上
げ
た
程
度
の
功
績
で
し
ょ
う
。
そ
う

感
じ
た
の
で
還
暦
を
迎
え
た
と
き
に
、
72
歳

を
一
つ
の
目
標
と
と
ら
え
ま
し
た
。
こ
の
12

年
間
で
、
集
大
成
と
言
え
る
仕
事
を
し
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
現
在
大
河
小
説
で
あ
る

「
家
康
」
の
執
筆
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
作

品
で
は
、
今
ま
で
「
江
戸
史
観
」
で
捉
え
ら

れ
て
い
た
家
康
像
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
全
く

新
し
い
家
康
を
描
き
出
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
そ
う
い
っ
た
視
点
を
私
が
持
て
る
の
は
、

福
岡
出
身
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
が
育
っ
た
の
は
福
岡
県
八
女
市
黒
木
町

と
い
う
、
南
北
朝
時
代
に
南
朝
が
最
後
に
逃

げ
込
ん
だ
と
言
わ
れ
る
山
間
の
集
落
。
小
さ

い
こ
ろ
は
ま
だ
テ
レ
ビ
も
な
い
時
代
で
し
た

か
ら
、
囲
炉
裏
端
で
祖
父
母
か
ら
南
北
朝
動

乱
の
話
な
ど
を
聞
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。
成

長
し
て
「
太
平
記
」
を
読
む
と
、
祖
父
母
が

話
し
て
い
た
話
の
ま
ま
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
歴
史
小
説
に
触
れ
合
っ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
ね
。
そ
の
後

上
京
し
、
16
年
前
か
ら
は
仕
事
場
を
京
都
に

も
置
き
、
月
の
半
々
を
東
京
と
京
都
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。
武
家
の
中
心
地
で
あ
っ
た
江

戸
と
都
で
あ
っ
た
京
都
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、

こ
の
二
都
市
に
加
え
て
、
古
代
よ
り
ア
ジ
ア

の
玄
関
口
で
あ
っ
た
福
岡
が
、
日
本
の
三
大
歴

史
拠
点
だ
と
感
じ
ま
す
。
朝
鮮
通
信
使
を
迎
え

入
れ
た
り
、
栄
西
禅
師
が
お
茶
や
饅
頭
を
伝
え

た
福
岡
は
、
古
く
か
ら
世
界
に
向
け
て
大
き
く

門
戸
を
開
い
た
町
で
し
た
。
そ
の
気
質
が
今
も

人
々
に
残
っ
て
い
る
た
め
、
日
本
の
他
の
都
市

に
比
べ
て
開
放
的
で
国
際
感
覚
が
養
わ
れ
て
い

る
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
の
歴
史

観
は
日
本
史
と
世
界
史
を
別
々
に
教
え
る
学
校

教
育
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
内
に
こ
も
っ
て
い

ま
す
。
内
側
か
ら
だ
け
の
視
点
か
ら
書
か
れ
た

も
の
が
多
い
。
私
の
作
品
は
そ
の
壁
を
取
り
の

ぞ
き
、
例
え
ば
家
康
を
通
し
て
大
航
海
時
代
と

同
時
代
だ
っ
た
戦
国
時
代
を
紐
解
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
鎖
国
時
代
、
外
に
あ
れ
ほ
ど
の

列
強
諸
外
国
が
あ
る
こ
と
を
一
般
庶
民
は
全
く

教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
の
史
観

の
ま
ま
、
戦
国
時
代
を
語
る
と
大
き
く
読
み
誤

り
ま
す
。
あ
れ
ほ
ど
絢
爛
豪
華
だ
っ
た
桃
山
文

化
や
豪
壮
な
城
の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
を
見
る
だ
け

で
も
、
あ
の
時
代
が
高
度
成
長
期
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
し
、
利
休
が
イ
ン
ド
更
紗
を

使
っ
て
い
た
り
と
諸
外
国
と
の
貿
易
も
活
発
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
教
科
書
を
鵜
呑

み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ん
の
少
し
疑
問
を

持
つ
だ
け
で
歴
史
観
は
大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ

う
。
歴
史
に
限
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

ふ
れ
る
膨
大
な
情
報
を
た
だ
傍
受
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
精
査
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
現

代
の
我
々
に
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
そ
し
て
元
来
、
他
を
受
け
入
れ
る
気
質
を

持
っ
た
福
岡
こ
そ
が
、
日
本
の
文
化
の
先
進
地

と
な
る
素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

（
文
　
上
田
瑞
穂
）
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聴きに行こう!

19:00開演
福岡シンフォニーホール

S席5,200円　A席4,200円　B席3,100円（学生1,100円）　　アクロス福岡チケットセンターにて発売中

7/ 火11

ワーグナー九州交響楽団　第360回定期演奏会

指揮／セバスティアン・ヴァイグレ

安部 龍太郎
作家

Abe Ryutaro

楽劇 「トリスタンとイゾルデ」 第1幕への前奏曲
歌劇 「リエンツィ」 序曲

歌劇 「タンホイザー」 序曲
　　　～ヴェーヌスベルクの音楽

ブラームス
交響曲  第4番　ホ短調　作品98

＃16

Ha
ish
i M
ai

チェロ奏者

ヴァイオリン奏者

知
れ
ば
知
る
ほ
ど

　
　
　
お
も
し
ろ
い
！

コ
ン
サ
ー
ト
に

　
　
行
き
た
く
な
る
！

#28

レ
プ
ト
ー
ク

メ
ン
バ
ー
の

九響チェロ奏者の宮田浩久さんとヴァイ

オリン奏者の葉石真衣さんのお二人に、

7月開催の「第360回定期演奏会」につい

て、お話を聞きました。

Ｑ：7月の定期は、オールドイツ
　   プログラムですね！

Ｑ：熊本出身の葉石さんは、入団
　　されて間もないんですよね？

M
iya
ta
 H
iro
hi
sa

宮田 浩久：そうです、しかも九響初共
演の指揮者セバスティアン・ヴァイグレ
氏もドイツのご出身です。
葉石 真衣：初共演の指揮者の方だと、
宮田さんのようにキャリアが長い方で
も、緊張されるんですか？
宮田：緊張はないけれど、指揮者の人柄
が分かっていた方が、演奏しやすいと
いうのはあるかもしれませんね。繊細
な方もいれば、おおらかな方もいて、本
当にいろいろなタイプの方がいらっ
しゃいますからね。
葉石：今回の副題にある「バイロイト」
は、ドイツ南部の都市ですよね？
宮田：そうです。ワーグナーのオペラを
上演する「バイロイト音楽祭」が毎夏開
催されていることで有名です。ワーグ
ナーファンの聖地となっていると聞き
ますね。
葉石：ワーグナーの曲はとても独創的
で、好きな方は多いですよね。
宮田：ドイツ留学中には、よく演奏会に
行っていましたが、ワーグナーの曲と
いえば、比較的長めという印象ですね。
葉石：そうですね。でも、今回演奏する
ワーグナーの3曲は、どれも序曲と前奏
曲だから、割と短めで聴きやすいと思
います。私が音楽を聴いて初めて泣い
た曲が、ワーグナーの「トリスタンとイ
ゾルデ」です。その時は、ホールではな
く古民家でのピアノ演奏だったんです
が、何かがあふれてくるのを感じて、自
然と涙が出ました。だから、すごく感慨
深い曲です。
宮田：思い出のある曲をステージで演
奏できるって良いよね！

葉石：私は、今回の定期の曲全て初めて
演奏します。どの曲も演奏してみた
かったのですが、特にブラームスの4番
の3楽章が好きです。
宮田：私は、1楽章が好きかな。失恋を
いっぱいすると、この楽章の良さをもっ
と感じられるようになると思いますよ。
葉石：確かに憂いを含んだ、何かちょっ
と悲しげな感じがします。
宮田：そう、そしてとてもきれいな旋律
です。全体的に物悲しく、哀愁を帯びて
いて、3楽章で少し明るくなるんだけど、
すごく光の出た明るさではない、曇っ
たような明るさなんです。4番はブラー
ムスが作曲した最後の交響曲で、かな
わない恋をずっと続けていたという彼
の人生を感じさせる曲ですね。
葉石：とってもぜいたくな一夜になり
そうですね。
宮田：プログラムとしては、全体的に
どっしりとしています。どの曲もドイ
ツ音楽の神髄という感じです。曲名が
長くて難しそうと思う曲でも、聴いて
みると意外と良かったりする場合が多
いですから、ぜひこの機会に聴きにき
てほしいです。

葉石：はい、今年の4月に入団したばか
りで、一生懸命練習する毎日です。
宮田：私は仙台出身ですが、九州は人も
良いし、食べ物も美味しいから、気がつ
いたらあっという間に25年経ちました。
音楽は、環境もとても大事で、人との出
会い、生きていることの楽しさを味わ
えば音楽性も変わってきます。楽器を
突き詰めて勉強して、限界を感じても、
それを破るのは人間性だと思います。
葉石：勉強になります！九響の一員と
して演奏できる喜びを感じながら、地
元九州の皆さまに素敵な音楽をお届け
できるよう精一杯努めたいと思います。

宮田 浩久

葉石 真衣

Ce
llo

バイロイトを飾った名指揮者
                   ヴァイグレのワーグナー

Vi
ol
in

ⒸWolfgang Runkel
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き
ら
び
や
か
な
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
や
公
演
に
よ
っ
て
は
２
階
ロ

ビ
ー
に
オ
ー
プ
ン
す
る
シ
ャ
ン

パ
ン
サ
ロ
ン
な
ど
、
極
上
の
音

楽
と
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
楽
し

め
る「
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
」。
毎
年
秋
に
開
催
す
る
「
ア

ク
ロ
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ふ
ぇ
す

た
」
で
は
、
ホ
ー
ル
の
秘
密
や

楽
屋
、
ス
テ
ー
ジ
の
舞
台
裏
を

ガ
イ
ド
付
き
で
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ

ア
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
の
ツ
ア
ー
の
様

子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
以
前
こ
の
ペ
ー
ジ
で

も
ご
紹
介
し
た
ス
テ
ー
ジ
構
成

の
種
類
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ

ト
の
仕
組
み
、シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に

つ
い
て
な
ど
の
解
説
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
参
加
者
は
コ
ン
サ
ー

ト
準
備
中
の
ス
テ
ー
ジ
に
実
際

に
立
っ
て
、客
席
の
様
子
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

「
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い
る
よ
！
」

と
心
躍
ら
せ
な
が
ら
記
念
撮
影

を
し
て
い
ま
し
た
。
通
常
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
す
で
に
準
備
が
完

了
し
た
状
態
で
開
場
す
る
の

で
、
ま
さ
に
ス
テ
ー
ジ
の
準
備

が
行
わ
れ
て
い
る
臨
場
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
こ
の

ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
で

す
。

　
次
に
普
段
入
る
こ
と
の
で
き

な
い
楽
器
庫
。
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
、
ヤ
マ
ハ
、
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
な
ど
湿
度
管
理
さ
れ
た

４
台
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ

り
、ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
お
子

さ
ま
は
目
を
輝
か
せ
て
触
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
楽
器

庫
の
あ
る
ド
ア
を
開
け
る
と
、

ピ
ア
ノ
を
ス
テ
ー
ジ
に
あ
げ
る

た
め
の
リ
フ
ト
が
。
何
十
人
も

人
が
乗
れ
そ
う
な
ほ
ど
の
大
き

な
リ
フ
ト
が
ス
テ
ー
ジ
の
裏
に

あ
る
な
ん
て
驚
き
で
す
ね
。

　
ほ
か
に
も
指
揮
者
専
用
の
控

室
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
奏
者
の
た

め
の
楽
屋
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な

ど
、
出
演
者
と
し
て
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
を
利
用
し
な
い
限

り
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場

所
や
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
情

報
が
満
載
で
す
。
ぜ
ひ
今
年
の

（
取
材・文
　
後
藤
暢
子
）

参加しよう！バックステージツアー ７月１日（土）から受付開始！７月１日（土）から受付開始！
見どころ満載の「バックステージツアー」は、毎年、満員御礼となるふぇすたの人気企画！数々のアーティ
ストが名演を残したシンフォニーホールの舞台裏に潜入してみませんか？
日時／９月30日（土）　午前の部 11：00 ～　午後の部 14：00 ～
　　　10月１日（日）　午前の部 11：00 ～　※所要時間／約60分
お申し込み／アクロス福岡チケットセンター　tel.092-725-9112
※定員に達した場合は、募集を締め切らせていただきます。

本ページの大きなメイン写真はス
テージの裏の柱に貼られているス
テッカー群。公演に訪れたオーケスト
ラの皆さんが、記念に貼って帰られた
ものです。ウィーン・フィルやベルリ
ン・フィル、ニューヨーク・フィルと
いったそうそうたる楽団のステッ
カーやサインは、なかなか見ることの
できないアクロス福岡シンフォニー
ホールの宝物です。

探してみよう！有名オーケストラのステッカー

年
に
一
度
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の

裏
側
を
み
て
み
よ
う

いつも見ている建物だけど、実は意外と知らない
ことだらけ。そんな「アクロス福岡」の、一歩踏み
込んだ“秘密”をご紹介する「探検！アクロス福
岡」。第16回目は、「バックステージツアー」です。

2017年９月30日（土）・10月１日（日）
会場／イベントホール・交流ギャラリー　ほか

＊＊＊＊ アクロス・クラシックふぇすた ＊＊＊＊

INFORMATION
アクロスインフォメーション

※主催者の希望または作成日の関係等により本誌に掲載していないイベントもあります。また諸事情により掲載内容が変更になることがあります。ご了承ください。
※本誌記事・写真・レイアウトなどの無断転載、複製、引用を固くお断りします。

募　集

新・福岡古楽音楽祭2017　「ピリオド楽器によるハイドン＆モーツァルト
～ラ・プティット・バンドを迎えて～」　参加者募集のお知らせ
心ゆくまで古楽に浸れる3日間！ご自身にあったイベントに参加して、古楽の魅力を体感してみませんか？
下記イベントのほか、「合唱セミナー」や「古楽ステージ」なども同時募集いたします。
詳しくは、新・福岡古楽音楽祭ホームページをご覧ください。

①マスタークラス

応募要領（①②共通） 募 集 期 間：７月15日（土）10：00～ 7月31日（月）18：00
応 募 方 法：新・福岡古楽音楽祭ホームページ「お申込みフォーム」よりお申し込み下さい。

http://www.kogaku.net/
結 果 発 表：全応募者へ8月中旬頃までに通知
問い合わせ：新・福岡古楽音楽祭実行委員会事務局　tel.092-725-9327（10：00～ 18：00）

10月20日（金）13：30～ 17：30 あいれふ講堂　 【ⒸⒹ】
10月21日（土）10：00～ 15：30 アクロス福岡内 【ⒷⒸⒹⒺ】
10月22日（日）10：00～ 14：30 アクロス福岡内 【Ⓐ】
１レッスン55分　※各コースの受講は１レッスンに限ります。
プロ、アマチュアは問いません。
Ⓐ個人15,000円　アンサンブル20,000円（通訳付き）
Ⓑ～Ⓔ個人10,000円　アンサンブル15,000円
※ヴァイオリンの受講者は、ガット弦を張った楽器で受講して下さい。
任意の曲

日時・会場

受講時間
応募資格
受 講 料

受 講 曲

Ⓐシギスヴァルト・クイケン（バロック・ヴァイオリン）
Ⓑ前田りり子（フラウト・トラヴェルソ）
Ⓒ太田光子（リコーダー）
Ⓓ野々下由香里（声楽）
Ⓔ大塚直哉（チェンバロ）

講 師

シギスヴァルト・クイケン

野々下由香里

前田りり子

太田光子

大塚直哉

②リコーダー・ワークショップ

太田光子
10月22日（日）10：00～13：00（休憩あり）　円形ホール
無料　※各自楽器をご持参ください。
小学生、中学生、高校生、大学生　※小学校低学年のお子さまは保護者の同伴が必要です。
９月決定
15名（定員になり次第締切）

講 師
日時・会場
受 講 料
対 象
課 題 曲
募集人数

©E.SHINOHARA©E.SHINOHARA©Mariko Kubo

レベルアップしたいあなたのために！

リコーダーでルネサンス！リコーダーでバロック！！
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